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当社の開発する技術が、
お客様の独創的な商品開発に
新しい扉を拓きます。

当社の開発する技術が、
お客様の独創的な商品開発に
新しい扉を拓きます。

● コネクタ

● 加速度計

脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
て

　
グ
リ
ー
ン
革
命
の
機
運

が
つ
い
に
日
本
で
も
高

ま
っ
て
い
る
。
２
０
２
０

年
10
月
、
菅
首
相
は
、
２

０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質

ゼ
ロ
と
す
る
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
と
「
脱

炭
素
社
会
」
実
現
の
意
思

を
表
明
し
た
。
そ
の
直
後

か
ら
、
官
民
一
体
の
取
り

組
み
や
民
間
の
環
境
投
資

が
加
速
し
て
い
る
。
こ
れ

ほ
ど
の
勢
い
で
日
本
政

府
、
社
会
、
産
業
界
が
一

体
と
な
っ
て
グ
リ
ー
ン
社

会
実
現
へ
向
け
て
動
い
た

こ
と
は
過
去
に
前
例
が
な

い
。

　
日
本
政
府
は
、
２
兆
円

の
基
金
創
設
や
、
過
去
最

高
水
準
と
な
る
最
大
10
％

の
税
控
除
を
行
う
と
し
、

脱
炭
素
化
に
向
け
て
技
術

開
発
や
設
備
投
資
を
加

速
さ
せ
、
日
本
経
済
の
成

長
、
世
界
で
急
拡
大
す
る

脱
炭
素
関
連
市
場
で
の

競
争
力
向
上
を
狙
う
。
グ

リ
ー
ン
社
会
の
実
現
は
、

デ
ジ
タ
ル
化
と
と
も
に
菅

政
権
の
主
要
成
長
戦
略
と

し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
を
軽
視
す
べ
き
で

な
い

　
政
府
の
描
く
脱
炭
素
戦

略
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
２
０
２
０
年
12
月
に

経
産
省
が
発
表
し
た
「
グ

リ
ー
ン
成
長
戦
略
」
は
、

全
体
像
と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
の
４
割
強
を
占
め
る

電
力
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
拡
大
な
ど
で
脱
炭
素

化
す
る
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
。 

そ
の
上

で
、
個
々
の
産
業
と
し
て

は
14
の
重
要
分
野
を
指
定

し
、
目
標
と
実
行
計
画
を

示
し
て
い
る
。

　
特
に
目
玉
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
成
長
分
野

は
、
太
陽
光
発
電
と
並
ん

で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
中
核
に
位
置
付
け
ら
れ

る
洋
上
風
力
発
電
や
、
日

本
の
産
業
界
が
技
術
的
な

優
位
性
を
持
つ
と
さ
れ
る

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の
活

用
で
あ
る
。
洋
上
風
力
発

電
は
ま
だ
商
用
化
さ
れ
て

い
な
い
が
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
原
発
10
基
分
に
相

当
す
る
10
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
、

40
年
ま
で
に
は
30
〜
45
ギ

ガ
ワ
ッ
ト
を
導
入
す
る
目

標
を
示
し
て
お
り
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
派

も
「
意
欲
的
な
目
標
」
と

評
価
す
る
。

　
他
方
で
、
気
候
変
動
対

策
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
」
と
切
り
離
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
低
廉
な
価
格
で

安
定
的
に
供
給
さ
れ
る

状
態
を
目
指
す
概
念
で

あ
り
、
供
給
体
制
や
需
給

ひ
っ
迫
、
中
東
地
域
な
ど

不
安
定
な
地
政
学
リ
ス
ク

も
複
合
的
に
影
響
す
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

最
大
限
導
入
す
る
こ
と
に

注
力
し
、
そ
の
先
で
、
安

定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供

給
を
維
持
で
き
な
け
れ

ば
、
そ
れ
は
最
終
的
に
国

民
の
生
命
に
直
結
す
る
深

刻
な
問
題
と
な
る
。

　
日
本
は
、
従
前
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
著
し

く
低
い
。
２
０
０
０
年
代

と
２
０
１
０
年
代
を
比
較

し
て
、
福
島
原
発
事
故
の

影
響
で
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
の
定
量
的

評
価
は
さ
ら
に
後
退
し

て
い
る
。
原
発
事
故
前
に

20
％
あ
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
は
現
在
11
％
程
度

し
か
な
い
。

　
２
０
２
１
年
１
月
、
日

本
全
体
で
電
力
需
要
が
急

増
し
、
電
力
供
給
危
機
が

深
刻
化
し
た
こ
と
は
、
ま

さ
に
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
体
制
の
脆
弱
性
を
露

呈
し
た
。
積
雪
に
よ
り
太

陽
光
発
電
は
戦
力
外
と
な

り
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然

ガ
ス
）
の
供
給
が
不
足
し

て
い
た
。
各
電
力
会
社
は

自
前
の
発
電
所
を
最
大
出

力
で
運
転
し
、
企
業
の
自

家
発
電
を
調
達
、
他
の
電

（出典）https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201225012/20201225012.html
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力
会
社
か
ら
の
電
力
融
通

を
受
け
る
な
ど
、
様
々
な

手
段
で
電
力
余
力
を
確
保

し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ

で
も
全
国
の
電
力
会
社
が

軒
並
み
95
％
以
上
の
使
用

率
を
記
録
し
た
日
も
あ
っ

た
、
ま
さ
に
「
電
力
非
常

事
態
」
と
も
い
う
べ
き
事

態
で
あ
っ
た
。
こ
の
背
景

に
は
、
性
急
な
脱
石
炭
や

脱
原
発
で
、
長
期
保
存
に

向
か
な
い
Ｌ
Ｎ
Ｇ
依
存
が

高
ま
っ
て
い
た
と
い
う
構

造
的
要
因
が
あ
る
。
Ｌ
Ｎ

Ｇ
は
マ
イ
ナ
ス
１
６
２
℃

と
い
う
超
低
温
で
液
体
に

し
て
輸
送
・
貯
蔵
す
る
た

め
、
国
内
の
備
蓄
は
２
週

間
分
程
度
し
か
な
い
。
性

急
な
脱
石
炭
や
脱
原
発
で

天
然
ガ
ス
依
存
を
高
め
て

い
た
現
状
に
は
元
々
か
な

り
の
リ
ス
ク
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
る
と
、
気
候
変
動
対

策
と
並
行
し
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
を
ど
う
確

立
す
る
か
と
い
う
こ
と

は
、
日
本
に
と
っ
て
構
造

的
か
つ
現
実
的
な
、
今
ま

さ
に
目
の
前
に
あ
る
課
題

で
あ
る
。
一
方
で
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ま
か

な
う
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
は
、
２
０
１
８
年
度
で

全
体
の
10
％
以
下
に
過
ぎ

な
い
。
期
待
さ
れ
る
洋
上

風
力
発
電
で
も
、
２
０
２

０
年
12
月
、
日
本
政
府
は

福
島
県
沖
に
設
置
し
た
浮

体
式
発
電
施
設
を
全
撤
去

す
る
方
針
を
固
め
た
。
復

興
の
象
徴
と
位
置
付
け

て
計
６
０
０
億
円
を
投
じ

た
が
、
採
算
が
見
込
め
な

か
っ
た
。

立
ち
す
く
む
日
本
の

原
子
力
産
業

　
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
電
力
と
呼
ば
れ
る
、
発

電
時
に
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
脱

炭
素
化
に
と
っ
て
は
非

常
に
重
要
な
意
味
を
持

つ
。
加
え
て
原
子
力
は
燃

料
の
備
蓄
性
が
高
く
、
少

量
の
燃
料
で
大
き
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
生
産
で
き
る

た
め
、
化
石
燃
料
を
持
た

な
い
日
本
に
と
っ
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向

上
に
寄
与
で
き
る
貴
重

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

こ
の
特
性
は
、
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本

の
考
え
方
で
あ
る
３
Ｅ

＋
Ｓ
（
安
全
性(Safety)

を
大
前
提
に
、
安
定
供
給

(Energy Security)

、
経

済
効
率
向
上 (Econom

ic 
E
fficiency)

、

温

室

効
果
ガ
ス
排
出
削
減

(Environm
ent)

を
追
及

す
る
方
針
）
の
い
ず
れ
の

観
点
で
も
メ
リ
ッ
ト
を
有

し
、
脱
炭
素
化
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
の
両
方
に

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
資
源
で
あ
る
。

小
型
モ
ジ
ュ
ラ
ー
原
子

炉(

Ｓ
Ｍ
Ｒ)

や
第
４
世

代
原
子
炉
の
技
術
革
新
も

期
待
さ
れ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
福
島
原
発
事
故

後
、
原
子
力
へ
の
国
民
の

信
頼
は
依
然
失
わ
れ
た
ま

ま
、
日
本
の
原
子
力
発
電

の
稼
働
率
は
大
き
く
落
ち

込
み
、
戻
っ
て
い
な
い
。

２
０
２
１
年
２
月
現
在
、

稼
働
中
の
炉
は
９
基
に
と

ど
ま
る
。
そ
し
て
も
ち
ろ

ん
足
元
の
事
業
環
境
が
整

備
さ
れ
ず
既
存
原
発
の
再

稼
働
が
で
き
な
い
ま
ま
で

は
、
技
術
革
新
も
、
実
用

化
は
厳
し
い
。

　
原
子
力
発
電
の
未
来
に

つ
い
て
は
、
事
故
後
10
年

が
経
っ
て
も
い
ま
だ
に
決

着
が
つ
い
て
い
な
い
。
明

確
な
方
向
性
を
出
せ
な
い

背
景
に
は
、
原
子
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
特
殊
性
が
上
げ

ら
れ
る
。
前
述
の
通
り
、

原
子
力
は
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ

２
を
排
出
せ
ず
、
ま
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
に
も
寄

与
し
う
る
貴
重
な
安
定
的

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
一

方
、
２
０
１
１
年
の
福
島

原
発
事
故
で
国
民
全
員
が

認
識
し
た
よ
う
に
、
ひ
と

た
び
原
子
力
災
害
が
起
き

れ
ば
、
莫
大
な
人
的
、
社

会
的
、
経
済
的
被
害
を
も

た
ら
す
。

　
こ
れ
は
、
福
島
原
発
事

故
の
際
は
、
近
隣
住
民
に

は
、
故
郷
の
喪
失
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
分
断
、
人

的
資
源
の
流
出
、
避
難
に

よ
る
関
連
死
、
今
な
お
続

く
風
評
被
害
を
、
電
力
事

業
者
に
は
賠
償
や
廃
炉
の

巨
額
費
用
な
ど
、
計
り
知

れ
な
い
影
響
を
も
た
ら
し

た
。
事
故
直
後
に
は
国
会

や
政
府
、
民
間
、
学
会
な

ど
様
々
な
主
体
が
事
故
の

要
因
を
検
証
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
提
言
を

行
っ
た
が
、
そ
こ
で
指
摘

さ
れ
た
複
数
の
重
要
な
問

題
―
例
え
ば
、
政
府
の
危

機
管
理
の
あ
り
方
、
事
業

者
の
企
業
体
質
な
ど
―
に

つ
い
て
も
、
抜
本
的
に
解

消
さ
れ
た
と
は
言
え
な

い
。
福
島
で
は
多
く
の
関

連
死
を
出
し
て
し
ま
っ
た

反
省
点
を
踏
ま
え
、
原
子

力
災
害
（
事
故
）
が
発
生

し
た
場
合
の
近
隣
住
民
の

避
難
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
事
故
後
10
年
が

経
過
し
て
も
な
お
、
福
島

原
発
事
故
を
機
に
顕
在
化

し
た
問
題
は
山
積
し
た
ま

ま
な
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
れ
は
、
電
力

事
業
者
に
と
っ
て
も
、
原

子
力
発
電
事
業
は
今
後
ど

こ
ま
で
の
安
全
対
策
投
資

が
求
め
ら
れ
る
か
不
透
明

で
、
い
つ
停
止
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
か
わ
か

ら
な
い
、
不
安
定
な
事
業

と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る
。
事
故
リ
ス
ク
の
ほ
か

に
も
、
原
子
力
は
特
に
大

規
模
な
投
資
を
必
要
と

し
、
そ
れ
を
超
長
期
の
時

間
軸
で
回
収
し
て
い
く
事

業
で
あ
る
た
め
、
自
由
化

市
場
で
は
資
金
調
達
コ
ス

ト
が
高
く
な
る
。
バ
ッ
ク

エ
ン
ド
事
業
と
呼
ば
れ

る
、
使
用
済
み
燃
料
の
再

処
理
や
放
射
性
廃
棄
物
の

最
終
処
分
の
問
題
も
あ

る
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
考

慮
す
る
と
、
安
全
対
策
コ

ス
ト
や
運
用
リ
ス
ク
の
極

め
て
高
い
原
子
力
発
電

は
、
短
期
的
な
投
資
回
収

を
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
自
由
市
場
原
理
に
お

い
て
は
経
済
性
が
相
対
的

に
低
く
、
長
期
的
に
は
国

民
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら

す
と
し
て
も
、
市
場
原
理

の
中
で
は
選
択
さ
れ
に
く

い
の
で
あ
る
。

原
発
事
故
の
総
括
、

原
発
の
低
炭
素
価
値

の
評
価
を

　
こ
う
し
た
複
合
リ
ス
ク

に
つ
い
て
は
、
福
島
原
発

事
故
が
起
こ
っ
た
日
本
だ

け
で
な
く
、
自
由
市
場
の

民
間
主
体
モ
デ
ル
で
原
発

を
運
営
す
る
米
国
も
同
様

に
抱
え
る
問
題
で
あ
る
。

　
オ
バ
マ
政
権
は
、
福
島

原
発
事
故
を
経
験
し
て
も

な
お
原
子
力
を
重
要
な
技

術
と
し
て
推
進
す
る
方
針

を
変
更
し
な
い
こ
と
を
明

確
に
し
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

で
も
関
連
予
算
は
確
保
さ

れ
た
。
早
々
に
パ
リ
協
定

復
帰
を
実
現
し
、
気
候
変

動
対
策
を
推
進
す
る
バ
イ

デ
ン
政
権
も
、
原
子
力
政

策
の
方
向
性
は
継
続
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
近
年
、
天
然
ガ

ス
の
競
争
力
の
強
化
、
補

助
金
に
支
え
ら
れ
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

な
ど
に
よ
っ
て
、
一
部
で

は
原
発
を
早
期
に
閉
鎖
し

よ
う
と
す
る
動
き
が
強

ま
っ
て
い
た
。
特
に
自
由

化
さ
れ
た
市
場
に
お
い
て

は
、
米
国
で
も
原
子
力
発

電
事
業
の
経
営
環
境
は
厳

し
い
。

　
米
国
の
一
部
に
、
原
子

力
の
低
炭
素
価
値
を
改
め

て
経
済
的
に
評
価
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
原
子
力
の

価
格
競
争
力
を
高
め
る

「
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

証

書
（Zero Em

ission 
C
redits: 

Ｚ
Ｅ
Ｃ
）
」
制

度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ

の
制
度
に
よ
り
、
原
子
力

発
電
を
含
む
、
ゼ
ロ
・
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
発
電
事
業
者

へ
は
、
配
電
電
力
に
応
じ

た
追
加
料
金
が
支
払
わ
れ

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
や

イ
リ
ノ
イ
州
で
は
、
Ｚ
Ｅ

Ｃ
に
よ
っ
て
、
廃
止
予
定

だ
っ
た
原
発
の
運
転
継
続

を
支
援
す
る
措
置
が
取

ら
れ
た
。
２
０
２
０
年
４

月
に
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
で
も
、
セ
ー
レ
ム

発
電
所
と
ホ
ー
プ
ク
リ
ー

ク
発
電
所
の
二
つ
に
Ｚ
Ｅ

Ｃ
を
与
え
る
措
置
が
取

ら
れ
た
。
Ｚ
Ｅ
Ｃ
を
通
じ

て
、
両
発
電
所
は
今
後
、

１
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
０
．
０

０
４
ド
ル
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
電
力
小
売
り
料
金
の
中

か
ら
受
け
取
る
こ
と
に
な

る
。
今
後
３
年
間
各
プ
ラ

ン
ト
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
年

間
約
１
億
ド
ル
が
支
払
わ

れ
る
見
通
し
で
、
少
な
く

と
も
そ
の
間
は
運
転
継
続

が
可
能
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
原
子
力

の
特
殊
性
を
カ
バ
ー
し
、

低
炭
素
電
源
の
価
値
を
経

済
的
に
評
価
す
る
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
原

子
力
の
市
場
競
争
力
を
高

め
、
運
転
を
継
続
す
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
仕
組
み

は
、
日
本
で
も
検
討
の
価

値
は
あ
る
。
実
際
、
経
産

省
は
Ｚ
Ｅ
Ｃ
を
モ
デ
ル
に

し
た
原
発
支
援
補
助
制
度

を
検
討
し
て
い
る
と
い
う

報
道
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
福
島
原
発
事

故
を
痛
切
に
反
省
し
、
原

因
を
突
き
詰
め
、
そ
の
原

因
と
な
っ
た
枠
組
み
や
構

造
を
根
本
か
ら
変
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
原
子
力
が
ど
ん
な
に

脱
炭
素
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
に
資
す
る
貴
重

な
資
源
で
あ
っ
て
も
、
一

度
過
酷
な
事
故
を
起
こ
し

た
日
本
に
原
子
力
技
術
を

利
用
す
る
資
格
は
な
い
こ

と
は
、
強
調
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
事
故
後
、
多
様
な
主
体

が
そ
れ
ぞ
れ
事
故
の
原
因

を
調
査
・
検
証
し
、
提
言

を
出
し
て
き
た
。
こ
の
10

年
間
で
、
事
業
者
や
行
政
、

規
制
機
関
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
た
ち
が
そ
れ
ら

の
提
言
を
ど
れ
ほ
ど
活
か

し
、
実
際
の
公
共
政
策
や

運
用
に
還
元
し
て
き
た
か
、

10
年
の
局
面
を
迎
え
る
今

こ
そ
改
め
て
俎
上
に
載
せ
、

国
民
に
提
示
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
そ
の
上
で
、
今

こ
そ
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

国
民
的
議
論
を
深
め
、
脱

炭
素
社
会
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
の
両
方
に
向
か

い
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き
で
あ
る
。
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